
14 期生 世界史Ｂ 解説プリント④ 

第 1 章 西アジア世界・地中海世界の形成 

２ ギリシア世界とヘレニズム文化 

アテネの 

政体 
年代 できごと 

 

 

前 3000 年頃 

前 2000年頃 

前 1600 年頃 

前 1200 年頃 

前 8世紀頃 

 

前 621 年 

前 594年 

前 561 年 

前 508年 

エーゲ文明が誕生する（青銅器文明） 

クレタ文明がおこる 

ミケーネ文明がおこる 

ドーリア人が侵入し、ミケーネ文明が滅びる 

ギリシアでポリスが成立 

ギリシア人による大規模な植民活動が始まる 

アテネでドラコンの立法が行われる 

ソロンの改革が始まる 

ペイシストラトス、アテネに僭主政治を確立 

クレイステネスの改革 

 

王政 

 

貴族政治 

財産政治 

僭主政治 

 

◎ギリシア世界の成立 

   エーゲ文明・・・前 3000年～前 1200年頃、 エーゲ海を中心に成立した青銅器文明 

    ① トロイア（トロヤ）文明（前 2600年～前 1200年頃） 

        中心地：トロイア 

        特 徴：オリエント風の専制政治 

        文 字：不明 

        発掘者：シュリーマン 

    ② クレタ文明（前 2000年～前 1400年頃） 

        中心地：クレタ島（クノッソス） 

        特 徴：写実的で、明るく開放的な文明 

        文 字：線文字Ａ（未解読）            ↑ クノッソス宮殿 

        発掘者：エヴァンズ 

    ③ ミケーネ文明（前 1600年～前 1200年頃） 

        中心地：ミケーネ、ティリンス 

        特 徴：巨石でできた建造物、戦闘的な傾向 

        文 字：線文字Ｂ（イギリス人のヴェントリスらが解読） 

        発掘者：シュリーマン 

    ミケーネ文明滅亡後、約 400年間続く「暗黒時代」に突入 

 

◎スパルタとアテネ 

〇ポリス・・・アクロポリス（城山）を中心に、人びとが集住（シノイキスモス）して生まれた都市 

        アテネやスパルタなどが代表 

 

 

 

 

 

 

      ポリスの人びとは、文化的に同一民族としての意識を持つ            アテナイ（アテネ）↑ 

         

        

 

 

    【アテネとスパルタの比較】 

 アテネ スパルタ 

種族 イオニア人 ドーリア人 

ポリスの形成 集住（シノイキスモス） ドーリア人が先住民を征服 

外交・軍事 開放的・海軍中心 閉鎖的・陸軍中心 

経済 商工業が発達 農業中心 

社会構成 アテネ市民 

メトイコイ（在留外人） 

奴隷 

スパルタ市民 

ペリオイコイ（周辺民） 

ヘイロータイ（へロット） 

 

   〇ソロンの改革（前 594年） 

       ・財産額によって市民の参政権を定める（財産政治） 

       ・借金をした市民を奴隷として売ることを禁止（債務奴隷の禁止） 

 

   〇ペイシストラトスの独裁（前 561 年） 

       ・平民の支持を得て、独裁政治を確立（僭主政治） 

 

   〇クレイステネスの改革（前 508年）：民主政の基礎を確立 

       ・4 部族制（血縁） ⇒ 10 部族制（デーモス（区））へ 

       ・陶片追放（オストラキスモス）の制度              ↑陶器片（オストラコン） 

ギリシア神話に登場するクレタ島にちなむ 

アテネで最古の成文法 

従来の慣習法を成文化する 

この期間に、ギリシア本土に 

新たなギリシア人の一派が南下 

アゴラ（広場） 

 市民の公共生活の中心 

 市場・役所・裁判所など 

ヘレネス・・・古代ギリシア人の自称、「英雄ヘレンの子孫」という意味 

バルバロイ・・・古代ギリシア人たちが異民族に対して用いた蔑称 

         「わけのわからない言葉を話すもの」という意味 

スパルタ人は 

征服した土地の 

人々（へロット）

を厳しく指導 

 

『スパルタ教育』 

アクロポリス（城山） 

アテネのアクロポリスには 

パルテノン神殿が建てられる 


